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化学物質を取扱う事業場の皆さまへ

職場のあんぜんサイト 検 索

福岡労働局健康課・労働基準監督署

化学物質のリスクアセスメントを実施しましょう
改正労働安全衛⽣法（平成28年6⽉1⽇施⾏）

○ 化学物質を出荷する事業所では・・・
対象の化学物質を他へ譲渡提供する際には、安全データシート（SDS）を提供するとともに、そ
の容器または包装に危険有害性を⽰す絵表⽰（GHSマーク）、⼈体に及ぼす作⽤、取扱い上の注意、
会社名などをラベル表⽰する必要があります。

○ 化学物質を取り扱う事業所では・・・
容器等のラベルに危険有害性を⽰す絵表⽰（GHSマーク）のついている製品については、メー

カー等から提供される安全データシート（SDS）を確認し、⼈体に及ぼす作⽤や取扱い上の注意を
把握しましょう。
SDS等の情報を基に、その化学物質の取扱い業務についてリスクアセスメントを実施しましょう。

厚⽣労働省 化学物質 相談窓⼝ 検 索



SDSの活⽤やリスクアセスメントの実施について、専⾨家に相談することができます。
問い合わせ先は、厚⽣労働省のホームページでお知らせしています。

＜化学物質管理に関する相談窓⼝＞

厚⽣労働省 化学物質管理 相談窓⼝ 検 索

（福岡労働局 健康課 平成29年2⽉作成）



福岡労働局健康課・労働基準監督署

GHSマーク（絵表⽰）があったら、SDSの確認とリスクアセスメントの実施につなげましょう
（製品の名称） △△△製品 ○○○○

（絵表⽰） （注意喚起語）

（危険有害性情報）

・引⽕性液体及び蒸気 ・吸⼊すると有毒

（注意書き） （供給者の特定）

・⽕気厳禁 ・防爆構造の器具を⽤いる

｢ラベルでアクション｣｢ラベルでアクション｣

危険

取扱い注意職場のあんぜんサイト 検 索

厚⽣労働省 化学物質 相談窓⼝ 検 索



福岡労働局健康課・労働基準監督署

GHSマーク（絵表⽰）があったら
SDSの確認とリスクアセスメント

（製品の名称）△△△製品 ○○○○

（絵表⽰） （注意喚起語）

（危険有害性情報）
引⽕性液体及び蒸気
吸⼊すると有毒

（注意書き） （供給者の特定）

⽕気厳禁 防爆構造の器具を⽤いる

｢ラベルでアクション｣｢ラベルでアクション｣

危険

取扱い注意

職場のあんぜんサイト 検 索

厚⽣労働省 化学物質 相談窓⼝ 検 索



⼀定の危険有害性のある化学物質（663物質）について
１．事業場におけるリスクアセスメントが義務づけられました。
２．譲渡提供時に容器などへのラベル表⽰が義務づけられました。

＜リスクアセスメントとは＞
化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、それによる労働者への危険

または健康障害を⽣じるおそれの程度を⾒積もり、リスクの低減対策を検討するこ
とをいいます。まずは、ラベル表⽰で危険有害性を把握しましょう。次に、危険有
害性がある物については、安全データシート（SDS）を⼊⼿しましょう。

＜対象となる事業場は＞
業種、事業場規模にかかわらず、対象となる化学物質の製造・取扱いを⾏うす

べての事業場が対象となります。製造業、建設業だけでなく、清掃業、卸売・⼩売
業、飲⾷店、医療・福祉業など、さまざまな業種で化学物質を含む製品が使われて
おり、労働災害のリスクがあります。

＜リスクアセスメントの実施義務の対象物質＞
事業場で扱っている製品に、対象物質が含まれているかどうか確認しましょう。
対象は、ラベル表⽰とSDSの交付義務の対象である663物質です。

リスクアセスメントの⽀援ツールや663物質は、
厚⽣労働省の職場のあんぜんサイトで公開しています。

対象物質に当たらない場合でも、リスクアセスメントを⾏うよう努めましょう。

化学物質を取扱う事業場の皆さまへ

リスクアセスメントを実施しましょう
労働安全衛⽣法が改正されました（平成28年6⽉1⽇施⾏）

職場のあんぜんサイト 検 索

福岡労働局健康課・労働基準監督署

あなたの職場でも化学物質を使っていませんか︖

厚⽣労働省 化学物質 相談窓⼝ 検 索




